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ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●ごみに関すること（常総環境センター）
●消防に関すること（常総広域消防）
●スポーツ施設に関すること（常総運動公園）
●いこいの郷 常総に関すること（地域交流センター）

●常総地方広域市町村圏事務組合「管理課（総括）」
●消防テレフォンサービス
　（常総《旧石下地区を除く》･守谷・つくばみらい地区）
●県南総合防災センター
●障害者支援施設（ふれあいの杜）

0297（48）2314
0297（23）0119
0297（48）5675
0297（48）3217

0297（48）2339
0297（22）0119

0297（83）2776
0297（27）5016

令和元年9月28日（土）　10月8日（火） 令和元年10月12日（土）　10月14日（月）

今秋、茨城県で第74回国民体育大会と第19回全国障害者スポーツ大会が開催されます。
常総広域圏でも各市の会場でハンドボールをはじめ、さまざまな競技をご覧になることができます。

〇取手グリーンスポーツセンター
　武術太極拳（公開競技）9月15日～16日
　ダンススポーツ（デモスポ）9月22日
　エアロビック（デモスポ）9月23日
　卓球バレー（オープン障スポ）10月6日

〇フジ取手ボウル
　ボウリング
　国　体：10月2日～7日
　障スポ：10月12日～13日

〇取手競輪場
　自転車（トラック・レース）
　9月30日～10月3日

〇つくばみらい市総合運動公園
　多目的広場
　ターゲット・バードゴルフ（デモスポ）
　 9月15日
〇つくばみらい市総合運動公園体育館
　バウンドテニス（デモスポ） 10月5日
〇きらくやまふれあいの丘
　世代ふれあいの館
　アームレスリング（デモスポ）
　 10月6日

　

茨
城
県
で
は
、
令
和
元
年
9
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
、
第
74
回
国
民
体
育
大
会
と

第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。 

　

常
総
広
域
圏
内
の
常
総
市
と
守
谷
市
で

は
、
国
体
正
式
競
技
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
す
。ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、あ
っ

と
驚
く
よ
う
な
シ
ュ
ー
ト
、
め
ま
ぐ
る
し

く
攻
守
が
入
れ
替
わ
る
ス
ピ
ー
ド
感
、
格

闘
技
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
溢
れ
る
プ
レ
ー
な

ど
が
魅
力
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
常
総
市
の

会
場
で
は
少
年
男
女
、
守
谷
市
で
は
成
年

女
子
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　

ま
た
、
取
手
市
で
は
、
正
式
競
技
の
自

転
車
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
競
技
会
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
選
手
同
士
の
駆
け
引
き
や
圧

倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
感
を
味
わ
え
る
自
転
車

競
技
は
、
個
人
種
目
５
種
と
団
体
種
目
２

種
が
行
わ
れ
ま
す
。
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
で
は
、
少
年
と
成
年
の
そ
れ
ぞ
れ
男

女
別
に
個
人
戦
と
団
体
戦
が
行
わ
れ
ま

す
。 

　

さ
ら
に
、国
体
の
正
式
競
技
以
外
で
も
、

公
開
競
技
と
し
て
取
手
市
で
武
術
太
極
拳

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
県
内
在
住

の
方
が
参
加
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
取
手
市
で
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
と
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
で
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　

一
方
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、

正
式
競
技
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
オ
ー
プ
ン
競

技
の
卓
球
バ
レ
ー
が
取
手
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。 

　

国
体
は
昭
和
21
年
に
第
1
回
大
会
が
開

催
さ
れ
、
都
道
府
県
持
回
り
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
す
。 

　

茨
城
県
で
国
体
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、

昭
和
49
年
以
来
45
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
国
内
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
競
技
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の

で
、
是
非
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
皆
様
で
一
緒
に
ゆ
め
国
体
・
ゆ

め
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

常総市・守谷市 つくばみらい市

取手市

〇水海道第二高等学校体育館
　ハンドボール（少年男女）　10月3日～5日
〇水海道総合体育館
　ハンドボール（少年男女）　10月3日～7日

問合先：守谷市・常総市・坂東市実行委員会
TEL : 0297-21-5120

〇常総運動公園総合体育館
　ハンドボール（成年女子）　10月3日～6日

問合先：取手市スポーツ生涯学習課 国体推進室
TEL：0297-74-2141(内線2062）

問合先：つくばみらい市生涯学習課
　　　 スポーツ推進室
TEL：0297-58-2111（内線7307）
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（歳入）

議会報告

事件の番号

報　告報告
第１号

議案
第17号

原案可決

専決処分事項の報告について
(水海道消防署北出張所広報車の交通事故に係る和解)

報　告報告
第2号

専決処分事項の報告について
(つくばみらい消防署谷和原出張所水槽付消防ポンプ自動車
の物損事故に係る損害賠償及び和解)

平成30年度常総地方広域市町村圏事務組合
一般会計補正予算（第３号）について

案　　　　　件 議決結果等

分担金及び
負担金（85.5%）
53億1,185万3千円

消防費
（42.7％）

26億5,514万4千円

衛生費（30.4％）
18億9,176万円　

公債費（19.0％）
11億8,199万4千円

総務費（2.3％）
1億4,510万円

議会費（0.0％）
87万円

民生費（0.1％）
329万2千円

土木費（5.1％）
3億1,344万7千円

繰越金（3.4%）
2億1,300万円

組合債（4.8%）
2億9,920万円

諸収入（0.8%）
4,608万4千円

国庫支出金（0.2%）
1,327万円

歳入総額
62億1,610万7千円

歳出総額
62億1,610万7千円

平成31年度（令和元年度）予算の概要
　平成 31年度（令和元年度）常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計
予算が、第１回組合議会定例会において審議され、可決されました。
　前年度と比較すると３億 2,474 万６千円（5.5％）の増額となりました。

分担金及び負担金

使用料及び
手数料

構成4市等からの負担金
防災センター・常総運動公園施設使用料、自販機
設置等使用料、ごみ処理・危険物取扱手数料

水槽付消防ポンプ自動車・消防ポンプ自動車・
高規格救急自動車購入事業、消防本部非常電源
更新事業の借入金

諸収入

組合債

車両売払収入財産収入

容器包装リサイクル協会拠出金、発電余剰電力
売電料、高速道路救急業務支弁金等

国庫支出金
緊急消防援助隊設備整備費補助金、廃棄物処理
施設モニタリング事業費補助金

繰越金 前年度繰越金

（歳出）

衛生費

公債費

土木費

消防費 消防の管理運営経費、施設整備経費

環境センター管理運営経費、放射能対策費

組合が借り入れたお金の返済金

運動公園の管理運営経費、浄化槽撤去等工事
費、深井戸水中ポンプ改修工事費

議会費 議会関係の運営費

民生費 障がい者支援施設の管理経費

総務費
総括的運営調整経費、職員共同研修経費、
監査・防災センター・交流センターの運営
経費

使用料及び手数料
（5.3%）

3億3,165万円

財産収入（0.0％）
105万円

予備費（0.4％）
2,450万円

平成30年12月21日開催の第２回臨時会

事件の番号

議案
第1号

原案可決

原案可決

常総地方広域市町村圏事務組合職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例について

議案
第2号

平成30年度常総地方広域市町村圏事務組合
一般会計補正予算（第４号）について

原案可決議案
第3号

平成31年度常総地方広域市町村圏事務組合
一般会計予算について

案　　　　　件 議決結果等

平成31年３月27日開催の第１回定例会

　昨年好評を得ました「いこいフェスタ」を今年も6月29日（土）
に開催します。旬の野菜の販売、フリーマーケット、音楽演
奏等のイベントを行いますので、皆さまのご来場をお待ちし
ています。（フリーマーケット出店希望者も 6月15日まで受
付けしています）

　疲労回復、ダイエット、成人病予防、美肌、アンチエイジ
ング等に効果があるといわれています。是非お試しください。
通常料金 30 分1,500 円が平日に限り、9 時から15 時 30 分
まで1,000 円でご利用
いただけます。
（ご予約が必要です。）
TEL：0297-48-3217

　和食を主体とした食事処に、リニューアルしました。お薦め
の１品は、旬の魚、天ぷらなどが付いたお刺身御膳です。
また、オープンキャンペーンとして、６月末まで夏野菜ビーフ
カレーを、ワンコイン（500 円）で提供させていただきます。
ぜひ、ご賞味ください。また、お弁当や宴会料理メニューも
ご相談下さい。 
TEL：0297-45-0646 

　今年は7月 6日にオープンし、9月1日（日）まで営業します。
（ただし、7月19日までは土日祝日のみ営業） 
　当プールは、周長117ｍの流水プールをはじめ、
スライダープール、子供プールがあり、
料金は大人500 円、小中学生が 200 円です。
営業時間は、午前 9 時から午後 5時までです。 

　常総広域圏（常総市、取手市、守谷市、つくばみらい市、坂東市）の
中学生達による熱い戦いが繰り広げられます。 
【軟式野球の部】 　  　8月19 日（月）から23 日（金）まで 
【サッカーの部】 　 　 11月 9日（土）10日（日） 
【ソフトテニスの部】 　11月 23日（土）

　常総運動公園駐車場へ向かう道路が複雑で、大型車両の出入り
が困難であったため、出入口を広くする工事を行っています。工事
中、皆様のご理解・ご協力をお願いします。（工期：7月16日まで）

第２回 いこいフェスタ 

いこいの郷 常総運動公園常総運動公園
レストランリニューアル！ 屋外プールオープン

第42回常総広域圏中学校対抗球技大会開催 

工事のお知らせ

工事箇所

入口

出口

酸素カプセルが好評です 

第1回 いこいフェスタの様子

バザー

南京玉すだれ

フラダンス

歌謡ステージ

温水プール

組合事務棟

温水プール

組合事務棟
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常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
の
水
海
道
消
防
署
、
守

谷
消
防
署
、
つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署

を
会
場
と
し
て
普
通
救
命
講
習
会
を

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
毎
年
２
千
人
以

上
の
方
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

し
も
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
受
講

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
も
普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ（
成

人
対
象
）
の
他
に
普
通
救
命
講
習
会

Ⅲ（
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
対
象
）
を

行
い
ま
す
。

　

時
間
に
つ
い
て
は
、
通
常
３
時
間

と
な
り
ま
す
が
、
毎
月
第
２
日
曜
日

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
自
宅
等
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
「
応
急
手

当
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
」（
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

を
１
時
間
受
講
し
た
後
、
消
防
署
で

２
時
間
の
実
技
を
受
講
す
る
日
と
な

り
ま
す
。

　

申
込
み
期
間
は
講
習
当
日
の
２
ヶ
月

前
か
ら
２
週
間
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

講
習
会
は
一
人
で
も
実
施
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
（
受
講
料
は
無
料
で
す
。）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
消
防
署
に

電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

総
務
省
消
防
庁
と
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
火
災
予
防
思

想
を
よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
共
催
で
全
国
統
一
防

火
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

54
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
万
７
千
４
６
１
点
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
こ
ち
ら
の
標
語
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

消 防 か ら の お 知 ら せ
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

す
べ
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す

﹁
全
国
統
一
防
火
標
語
﹂
決
定
！

『
ひ
と
り
ず
つ　
いいね
！
で
確
認　
火
の
用
心
』

　
こ
れ
ま
で
消
火
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、延
べ
面
積
1
5
0
㎡
以
上
の
飲
食
店
に
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、平
成
28
年
12
月
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で
発
生
し
た
大
規
模
火

災
を
教
訓
と
し
て
、消
防
法
令
が
一
部
改
正
さ
れ
、1
5
0
㎡
未
満
の
小
規
模
な
飲
食
店
に
つ

い
て
も
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
消
火
器
の
設
置
が
必
要
と
な
る
飲
食
店

　

飲
食
店
の
う
ち
、延
べ
面
積
が
1
5
0
㎡
未
満
で
、調
理
を
目
的
と
し
た
コ
ン
ロ
等
の
火
を

使
用
す
る
設
備
又
は
器
具
を
設
け
た
も
の
。

　

た
だ
し
、コ
ン
ロ
等
の
火
を
使
用
す
る
設
備
又
は
器
具
に
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、消
火
器
を
設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

防
火
上
有
効
な
措
置
と
は
、次
に
掲
げ
る
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

「
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
」…
鍋
等
の
温
度
の
過
度
な
上
昇
を
感
知
し
て
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
し
火
を
消
す
装
置
。

「
自
動
消
火
装
置
」…
厨
房
設
備
等
に
お
け
る
温
度
上
昇
を
感
知
し
て
自
動
的
に
消
火
剤
を
放
射
し
火
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

消
す
装
置
。

「
そ
の
他
の
危
険
な
状
態
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
す
る

安
全
機
能
を
有
す
る
装
置
」…
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
設
け
ら
れ
、過
熱
に
よ
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
圧
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

上
昇
を
感
知
し
て
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
し
火
を
消
す
装
置
等
。

　

施
行
期
日　

令
和
元
年
10
月
１
日

　

消
火
器
の
点
検
及
び
結
果
報
告

　

消
防
法
令
改
正
に
よ
り
、新
た
に
設
置
し
た
消
火
器
は
、消
防
法
に
基
づ
き
６
ケ
月
ご
と
に

点
検
し
、そ
の
結
果
を
１
年
に
１
回
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
報
告
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

建
物
を
利
用
す
る
方
が
自
ら
利
用
す
る
建
物
の
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
、利
用

に
つ
い
て
判
断
が
で
き
る
よ
う
重
大
な
消
防
法
令
違
反
の
あ
る
建
物
を 

平
成
31 

年
4
月
1
日

か
ら
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

公
表
の
対
象
と
な
る
建
物
は
、飲
食
店
、店
舗
、ホ
テ
ル
な
ど
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す

る
建
物
や
病
院
、社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
が
利
用
す
る
建

物
で
、消
防
法
に
よ
り
設
置
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず「
屋
内
消
火
栓
設
備
」「
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
」ま
た
は「
自
動
火
災
報
知
設
備
」が
未
設
置
の
建
物
で
す
。公
表
す
る
内
容
は
、

建
物
の
名
称
、所
在
地
、違
反
の
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、管
轄
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
（
常
総
市（
旧
石
下
町
を
除
く
）・
守
谷
市
・つ
く
ば
み
ら
い
市
の
方
） ☎
０
２
９
７（
２
３
）０
９
０
４（
直
通
）

　

取
手
市
消
防
本
部
予
防
課（
取
手
市
の
方
）　   

☎
０
２
９
７（
７
４
）１
４
２
９（
直
通
）

重
大
な
消
防
法
令
違
反
の
建
物
を

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す

採用予定人員

申し込み
問い合わせ

令和２年度採用　常総地方広域市町村圏事務組合消防職員　１０名

令和元年7月16日（火）～8月6日（火）　土日を除く　午前8:30～午後5:15
常総地方広域市町村圏事務組合消防本部　総務課　TEL　0297-23-0902

提出書類
①　受験願書（常総広域消防本部及び管内各消防署[出張所を除く]にあります。
　　また、常総広域ホームページからもダウンロードできます）
②　卒業（見込）証明書　③　最終学歴の成績証明書　④　現在所有している資格・免許の写し

身体的要件
◆視力・・・両眼で0.8以上（矯正を含む）、かつ一眼でそれぞれ0.5以上、
　　　　  赤色・青色・黄色の色彩が識別できること
◆聴力・・・左右正常であること

受験資格 平成6年4月2日～平成14年4月1日に生まれ、高校卒業または同等以上の学力を有する方（令和2年3月卒業見込みを含む）

第一次試験 《期日》令和元年9月22日（日）　　《試験内容・会場》教養・作文試験　体力試験　　茨城県立水海道第一高等学校

第二次試験 第一次試験合格者に後日通知します

地域を守る　消防官　を募集します！

普通救命講習会Ⅰ 普通救命講習会Ⅲ
平　日（祝日含）
（13:30～16:30）

平　日
（13:30～16:30）

日曜日
（9:00～12:00）

日曜日
（eラーニング）

  6/11・25　  7/18・25　  8/21・28
  9/10・24　10/17・24　11/20・27
12/10・24　1/23　2/19　3/10
  6/12・19　  7/ 9・23　  8/15・29
  9/11・18　10/ 8・22　11/14・28
12/11・18   1/21   2/13   3/11
  6/20・27　  7/10・17　  8/13・20
  9/19・26　10/ 9・16　 11/12・19
12/19・26　1/29　2/11　3/19

  6/16　7/28　9/15
10/27　12/15
  1/26　3/15
  6/23　8/18　9/22
11/17　12/22
  2/16　3/22
  7/21　  8/25
10/20　11/24
  1/19　  2/23

8/11
11/10
2/9
7/14
10/13
1/12

6/9　9/8
12/8　3/8

6/ 4　  7/ 4
9/ 3　10/31

  7/ 2　　8/ 8
10/29　11/ 7

  6/ 6　　8/ 6
  9/ 5　  11/ 5

水海道消防署
☎ 0297（23）0911

つくばみらい消防署
☎ 0297(58)0111

守谷消防署
☎ 029（46）0119

※消防署の都合により、やむを得ず開催できない場合もございますので予めご了承願います。
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第6回　常総環境センターふれあいデー開催

環境センター見学

各種模擬店

ミニSL

紙すきはがきづくり

よさこいソーラン

林蔵太鼓

バンド演奏

白バイ

スコップ三味線 ポニー乗馬

常総環境センターからのお知らせ
常総環境センターでは、毎年周辺地域のダイオキシン類、施設の排ガス測定及び放射能分析を実施しています。
平成 30年度の測定結果も、前年度同様に国の基準を大きく下回っており、安全な運転を実施しています。

常総環境センターでは、令和 14年度を最終目標としてごみ処理基本
計画を策定しています。引き続き、目標数値を目指し減量化、資源化
をお願いします。

環境測定結果

ごみ処理実績

◆排ガス分析結果

◆ごみ排出量

　平成30年10月に異常燃焼により設備故障をしていました２号炉（３炉保有するうちの１炉）は、
平成31年３月15日に修理が完了しました。
　住民の皆様には大変ご心配をおかけいたしましたが、現在は通常どおりにごみ処理を行っています。
　今後、施設の十分な点検確認を行い、安全な運転に取り組んでまいります。

◆周辺地域ダイオキシン類調査結果
調査対象 単　　位 最　　小 最　　大 平　　均 国の基準値

土壌（周辺7箇所）

大気（周辺13箇所）

pg-TEQ/g

pg-TEQ/㎥

1.2

0.0084

22

0.11

◆放射能分析結果

◆ごみ搬入量と人口

項　　目 単　位

Bq/㎥
1号
2号
3号

炉 最　小 最　大

排ガス

溶融スラグ
溶融不適物
飛灰処理物
排　水

大野川上流水
大野川下流水

Bq/kg
Bq/kg
Bq/kg
Bq/L
Bq/L
Bq/L

不　検　出
不　検　出
不　検　出

不　検　出
不　検　出
不　検　出

13
不　検　出
331

88
67
963

6.2

0.024

1,000

0.6

ダイオキシン類

ばいじん

塩化水素

硫黄酸化物

窒素酸化物

一酸化炭素

ng-TEQ/㎥Ｎ

g/㎥Ｎ

ppｍ

ppｍ

ppｍ

ppｍ

0.00012

0.0006

35

3.2

55

4

0.0018

0.0007

65

20

71

10

0.01

0.01

67

50

100

15

1

0.08

430

3,300

250

30

項　　目

項　　　目

単　　位 最　　小 最　　大 自主基準値 国の基準値

一人一日当たりのごみ総搬出量
（事業系ごみ・資源物・生ごみ・行政回収・集団回収含む）

資源化率
最終処分量

一人一日当たりの家庭ごみ総搬出量
（資源物・生ごみ・行政回収・集団回収を除く）

実　績 中間目標 最終目標

H29年度 H30年度 R4年度（H34年度） R14年度（H44年度）

790g

528g
15.1%
6,061t

784g

530g
15.2%
5,335t

749g

484g
23.5%
4,518t

739g

467g
27.8%
2,200t

※H30年度は2号炉の設備故障のため、可燃ごみ4,020トンを外部搬出したため最終処分量が前年度より減少。

※一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（H30.3策定）より

5,000

1,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

可燃ごみ
53,589t

資源物
4,506t
生ごみ
998t

生ごみ
990t

生ごみ
954t

生ごみ
1,279t

資源物
4,444t

資源物
5,128t

資源物
5,428t

不燃ごみ
粗大ごみ
有害ごみ
10,684t

不燃ごみ
粗大ごみ
有害ごみ
10,903t

不燃ごみ
粗大ごみ
有害ごみ
9,893t

不燃ごみ
粗大ごみ
有害ごみ
9,309t

可燃ごみ
53,505t

可燃ごみ
49,088t

可燃ごみ
46,179t

H29
265,998人

H30
266,044人

R4（H34)
267,364人

R14（H44）
259,304人

年度

人口

トン 実　績 中間目標 最終目標
69,777t 69,842t

65,063t
62,195t

　平成 30 年 12 月 8 日 ( 土 ) に第６回常総環境センターふれあい
デーを開催しました。
　当日は、晴天のもと、前回を上回る約 3,500 人に来場していた
だきました。
　ふれあいデーでは、スタンプラリー形式による環境センターの
施設見学で、私たちのごみがどのように処理されているかを学ん
でいただくとともに、メイン会場では、構成市の団体による「よ

さこいソーラン」などの演舞、「ミニＳＬ」、「ポニー乗馬」、さら
には取手警察署、消防本部の協力による車両等の展示など多くの
イベントを開催し、圏域住民の交流の場となりました。
　開催にあたり、ご協力をいただいた実行委員会、各種団体の皆
様、そして来場いただいた多くの皆様に感謝申し上げます。
　なお、次回は令和元年 11 月 30 日（土）に開催する予定で実
行委員会による準備が進められています。

2号炉の復旧


